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給水・給湯配管樹脂パイプ用スライド継手

近年，建築設備の給水・給湯配
管についてはコスト低減・工期短
縮などの理由から，一層の省力化，
施工信頼性，安全性および耐久性
の要求が高くなっている。それら
の条件を満足させるために，軽量
性，柔軟性，および耐熱性を備え
たポリブテン管や架橋ポリエチレ
ン管など樹脂管の使用量が年々増
大しており，接続する継手におい
てもそれらの条件が求められている。
当社も本配管材料分野で1994年

より接続確認機能付きメカニカル
継手等，種々の配管部材を品揃え
し，ポリブテン管給水・給湯配管
システム「ピタリット®」を製品化
したが，今回，継手部の高信頼性
を追及した設計思想のもとに，新
継手「ピタリット®S」を開発し，
販売を開始したので，以下に紹介
する。
１．構造と接続手順

ピタリット®Sは継手本体，リテ
ーナ，およびOリングから構成され
ている。図１に示す通り，管を継

手に差し込み後，工具を使用して
リテーナの一部を圧縮せん断し，
管軸方向にスライドして管を圧縮
して接続する信頼性の高い構造で
ある。
図２に接続手順を示す。
２．特　長

ピタリット®Sの特長を以下に示す。
（1）高い接合信頼性
・長期にわたり高いシール性能を
確保する継手本体タケノコ部とO

リングによるダブルシール構造
・リテーナをスライドすることに
より樹脂管をしっかり保持する。

（2）軽量･コンパクト･低コストを
実現
図３に示すような専用ポリブテ

ンヘッダーとの組み合わせにより，
従来の青銅製ヘッダーとメカニカ
ル継手を使用した場合と比較して，
ヘッダー部は
・重量：　　約1/3

・寸法：　　約70%

・コスト：　約1/2（当社従来製品比）

になる。

（3）簡単･確実
・管を差し込み，専用工具でリテ
ーナをスライドして接続完了
・差込長さのマーキング不要
・管の挿し込みは，確認窓から目
視で確認
・リテーナのスライド完了は，ツ
バが突き当たることで確認
・専用工具によってスピーディな
接続作業が可能

（4）2管種対応
適用管種
ポリブテン管
・JIS K 6778J種管
・JIS K 6792J種管
架橋ポリエチレン管
・JIS K 6769 PN15XM種
呼び径10，13

・JIS K 6787M種XM

（5）環境に優しい配管システム
・鉛が浸出しない。（鉛レス青銅，
鉛除去表面処理青銅を使用）

（配管機器カンパニー）

Slide-Fitting for Hot and Cold Water Supply Plastic Piping

図３　ピタリット®Sとポリブテン

ヘッダーの施工例

Fig. 3 Sample of slide-fitting and

Polybutene manifold installation.
図２　接続手順

Fig. 2 Connection procedure.

管を差し込む リテーナを圧縮 接続完了

図１　ピタリット®Sの構造

Fig. 1 Structure of slide-fitting.
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（a）施工前
（a）Before installation.

（b）施工後
（b）After installation.

パイプ差込み確認用窓

圧縮完了確認

管

① 本体（青銅）
② リテーナ（樹脂）
 （金属リングインサート）
③ Oリング（フッ素ゴム）
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鋳鉄管用トランジションクランプ

従来，都市ガス埋設配管におい
て，既設ダクタイル鋳鉄管やねず
み鋳鉄管からのポリエチレン管
（PE管）による分岐取り出しには，
取り出しクランプにトランジショ
ンサービスチーズをねじ込む工法
が採用されてきたが，非ねじ化が
強く望まれていた。
そこで，非ねじ化に加え，全高

を低く抑えて他工事からの損傷軽
減を目的に，従来のクランプとト
ランジションサービスチーズを一
体化した鋳鉄管用トランジション
クランプを開発した（図１）。

１．構　造

トランジションクランプの構造
を図２に示す。気密用のパッキン
を取り付けた本体を，鋳鉄管にボ
ルト・ナットで締め付けたあと，
本体に拡管したPE管と分岐のPE管
をEF継手を使って接合する構造と
した。
２．用　途

①低圧都市ガス供給配管
②既設鋳鉄管からのPE管による分
岐取り出し
３．特　長

①埋設部の非ねじ化により，保安

の向上と施工時間の短縮が可能
となった。
②分岐部の流路を斜めにすること
で全高を極力低く抑え，他工事
による損傷の軽減が図れる。
③従来の穿孔工具やノーブローバ
ックがそのまま使用できる。
④クランプ内面を特殊形状にする
ことで，圧力損失が従来工法と
比較して同等以上の優れた流量
特性を持つ。
４．製作範囲

製作範囲を表１に示す。
（配管機器カンパニー）

Transition Clamp for Cast Iron Pipe

図１　従来工法との比較

Fig. 1 Comparison with conventional branching method.

表１　製作範囲

Table 1 Manufacturing range.

呼　び 主　管 分岐管

100×50 100A 50A

100×75 100A 75A

150×50 150A 50A

150×75 150A 75A

従来工法　Conventional
開発品トランジションクランプ
Developed transition clamp

図２　鋳鉄管用トランジションクランプの構造

Fig. 2 Structure of transition clamp for cast iron pipe.
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